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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文“Academic and Foreign Language Socialization in a Multicultural Classroom: A 
Linguistic Ethnographic Study” (「多文化教室内におけるアカデミック・外国語社会化：
言語学民俗学的研究」）は、日本の私立大学が開講したグローバル教育プログラムにお
いて、どのように学生達がコミュニケーション能力と言語（英語）能力を習得し、グ
ローバル社会に適応する人材になるかの過程を考察した研究である。論文の 171 ペー
ジは、以下の 9 章から構成されている。  
 
 第１章は  Introduction (背景)。  
 第 2 章  Background (先行研究)では、研究手法の枠組みとして、linguistic ethnography 
について説明し、どのようにデータ収集を行ったかを説明した。また、理論的・分析
的枠組みとして、言語社会化理論、第二言語社会化理論、アカデミックディスコース
社会化、コミュニケーションのエスノグラフィーを要約した。  
 第 3 章   Methodology (研究方法)では、本研究に関する背景知識を提示した。特に、
フィールドワーク現場の特徴をコース、参加者、そこで使用した言語、フィールドワ
ークの詳細、データの種類を提示した。また、トランスクリプションの理論、手法も
提示した。最後に、各章で使用される分析手法を要約した。  
 第 4 章  A Course Planning and its Practice: Feeling Globalization and Being Competent 
(コースプランニングとその実践：グローバリゼーション感覚と能力）では、  
研究対象にした大学グローバル教育プログラムのコースドキュメントを分析した。そ
の際、そのコースがどのように実践されたかを分析した。まず、授業コースの方向性、
目標を見直した。その後、コース受講学生、ＴＡにインタビューを行い、参加者の授
業コース、各自の授業内での経験を見た。  
 第 5 章  Functions of the Discourse Marker “So” as Socialization (談話マーカー「so」の
言語社会化に於ける機能)では、学生の言語社会化における、談話標識”so”の機能を分
析した。その際、グループディスカッション内でのアメリカ人ＴＡの談話標識使用に
着目し、どのように談話標識が、学生達にグループへの参加を促すかを考察した。ま
た、TA の談話標識使用に加えて、学生の使用も観察、考察した。  
 第 6 章  Translanguaging as Communicative Competence (コミュニケーション能力とし
てのトランスランゲージング)では、学生たちが、グループ内で、アカデミック相互行
為を行うためどのように translanguaging を行うかに着目した。コミュニケーション能
力を向上するために、参加者たちが共有する言語レパートリーをどのように使用する
のかを考察した。これはアカデミックリテラシーの習得の１つと考えた。  
 第 7 章  Pragmatic Development in Negotiating Participation and Role (参加と役割に於
ける語用論的発達）では、一人の日本人学生の、授業内での学習経験に着目した。こ
の章では、「参加するということ(participating)」に焦点を当て、分析、考察を行った。
この日本人学生のインタビュー内での発言を元にデータを見直し、学生がグループ活
動への積極的参加、貢献する能力を習得するまでの過程を提示した。  
 第 8 章  Academic and Foreign Language Socialization in Global Education (グローバル
教育に於けるアカデミックと外国語社会化）では、各章の分析結果であるグローバル
時代の高等教育、媒体言語としての英語などの要素をもとに「アカデミック・外国語
社会化理論」の枠組みを提唱した。つぎに、コミュニケーション能力の定義を再考察
した。  
 第 9 章  Conclusion (結論)では、本研究を見直し、本研究から明らかにった問題点、
今後の研究課題について言及した。特に、言語社会化の結果、高等教育におけるグル
ーバリゼーションの影響と定義などをさらに考察する必要があると結論付けた。  
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
抽冬紘和氏の文学研究科学位（博士）論文“Academic and Foreign Language Socialization 
in a Multicultural Classroom: A Linguistic Ethnographic Study”に対して、公聴会（2018 年
6 月 20 日）に於いて論文審査を行った。  
抽冬氏の論文（英語執筆）は社会言語学の領域の内、日本で今まで殆ど研究されてい
ない分野言語的エスノグラフィー、言語の社会化、グローバル社会でのアカデミック
能力発達についての実証研究である。グローバリゼーションが進むにつれて、多くの
大学は「グローバル」というキーワードを掲げたコース、プログラムを開設し始めて
いる。そこで、学生たちはグローバル化を視野に入れた、言語的、コミュニケーショ
ン的に有能な学生、つまりグローバル化社会で活躍する人材になることを求められる。 
本研究は、言語社会化、アカデミック社会化の枠組みから、どのように日本人学生、
留学生の学生たちが、グループワーク内で活動するためのコミュニケーション能力と
英語能力を習得するかということに焦点を当て、学生の言語レパートリーを通しての
社会化、レパートリーを使用するための社会化に着目している。  
本研究のための言語学的民俗学的フィールドワークは関西大学国際部が開設した
KUGF、関西大学グローバルフロンティアのコースで行われた。著者は 2014 年度の 4
月から 7 月の春学期に観察者としてだけではなく、ティーチングアシスタントとして
も参加した。そこで、観察、データ収集、学生へのインタビューを行った。  
データ分析では、研究目的を探し出す手法(Topic-oriented research)を用いた。収集した
データを何度もみなすことにより、著者自身の教室内での経験とともにデータ分析し、
研究目的の着眼点を設定した。着眼点として、授業参加者がグローバルプログラムの
授業、グループ活動を通して次の５つのスキルを習得することがわかった。1) グルー
プに参加する(Participating in the group), 2)グループ内の出来事を観察する(Observing 
the group events), 3) グループで何をするべきかを知る(Knowing what to do for the 
group), 4) グループ中心となる(Being centered in the group), 5) トランスランゲージン
グを通して、グループ内で共通の言語レパートリーを状況に応じて使い分ける(Ability 
to use their linguistic repertoires according to the situation)。  
本研究によって、新しい枠組みとして、グローバル教育時代におけるアカデミック・
外国語社会化理論を提唱した。本研究をもとに、今後の研究課題として、グローバル
教育における、学生たちの能力を測定評価する基準の設定、グローバル教育現場での
長期的観察研究の必要性が上げられた。  
本論文は、英語を中心とした多くの先行文献を使用し、言語とグローバリゼーショ
ンや教育社会言語学に大きく貢献する論文であり、高く評価する。よって、ここに審
査委員が一致して、抽冬紘和氏の学位（博士）論文を合格と推薦するものである。  
